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自民党・コンテンツ産業振興議員連盟 

 

日時：2026年 5月 28 日（木）12時開始 

会場：自民党本部 

日俳連の出席者：池水通洋（代表理事）、島田 敏（常務理事）、山寺宏一（組合員）、 

松島 功（事務局長） 

 

人の声はその人の人格・特徴をあらわすもの、それを AI 学習を行い、殆ど勝手に使

えているのは徹底的にオカシイ！ 山寺氏の意見に全く同感であります。 

人の声を無断利用し、AI で行き過ぎた悪用もできますが、その「悪いうわさ」で AI

の機能のすばらしさが「損われてきた」ことも確かです。 

2023 年に、日本俳優連合で調査しましたら、27％の声優たちが「AI 絶対 NG」で

した。それはそうです。自分の仕事を機械が替りにやってしまう。それは穏やかでは

いられません。 

2024 年 11 月、音声業界の要望として、アテレコやアニメの初期制作には AI を使っ

てほしくない。出演作品の AI 学習・AI 生成には、声優たち了解を求めて下さい。AI

生成品には「AI 生成品だ」という事を明記してください。と言う要望を記者会見で発

表し、音声業界の皆さんの大方の賛同を得ていると思っています。 

ところが、組合員からのアンケートでは、「適正な収入」を得られるなら、自分の声

を AI 利用してもよいという人が 60%に至りました。文化庁と経産省でやっていた

「AI と著作権の関係者ネットワーク」では、クリエイター達から、外国製の AI を使

って製作を行っているが、何時、著作権法違反で訴えられるか分からないので、ひや

ひやしながら制作を行っている。また日本語もソフト付属の音声を許諾を得ないで勝

手に使っているので不安だ。と言う言葉を聞き。日本俳優連合として、クリエイター

が安心して使える音声データベースを提供するが必要があるなと、公式データベース

を立ち上げる必要性を感じました。 

法律を作るのは時間が掛ると言います。重要なのは業界ルールで、適切な取引環境

を作っていくことだと思っています。声だけでなく、イラストも、音楽も業界の発注

方、AI サービス提供者、権利者間に共有できる基本的な「AI 利用ガイドライン」があ

れば、各業界に「適正な商慣行」が根付いてゆくはずです。 

日本俳優連合は、NHK・民放各局・音声制作会社の団体と中小企業法による出演に

関する団体協約を交わし、実演家の権利を擁護すると同時に、国際俳優連合 FIA の理

事国として、欧米の AI 事情を学習し、日本俳優連合独自の AI 利用ガイドラインを作

成、映像製作会社はじめ関係団体にお示し、声の業界の AI 利用ガイドラインを関係者

で共有し、業界に適正なルールを定着させていきたいと事業を進めております。 
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日本俳優連合には、AI 絶対 NG の人から、積極利用を望む人まで様々です。また、

困ったことに日俳連は、演じることは出来ますが AI に関する技術的なこと、商業的な

ことに関しては全く疎く、伊藤忠テクノソリューションさん・伊藤忠商事さんに協力

を求め、俳優たちから、どこまであなたは AI に自分の声の利用を許しますかという、

実演家たちの意志登録をしていただき日俳連のデータベースに格納を始めました。そ

こにクライアントのオファーをマッチングさせていくわけです。 

これまで俳優たちがやってこなかった分野の仕事を、AI ならではの機能を生かして

開発して欲しいと、相棒の伊藤忠グループにお願いしております。この 8 月或いは９

月には日俳連データベースの全貌が明らかになって参ります。乞うご期待！ 

 

以上 
































































